
令和8年
（2026）
1月15日
木曜日

No85

全管連青年部協議会

https://www.zenkanrenjr.jp

14

全管連青年部● 発行所／全管連青年部協議会　 〒170-0004 東京都豊島区北大塚3-30-10 全管連会館2F　ＴＥＬ 03（5981）8957　ＦＡＸ 03（5981）8958

2026年　年頭のご挨拶

記後

集編
　全国各地で活動する仲間の皆様とともに、また一年をスタートできることを大変嬉しく思います。
　本年は、全国管工事業協同組合連合会青年部協議会にとって30 周年という大きな節目の年となります。
　８月には東京にて記念総会が予定されており、全国の仲間が一堂に会する、非常に意義深い機会となります。
　これまで先輩方が築いてこられた歴史と想いをしっかりと受け継ぎながら、私たち青年部らしく、交流と研鑽を重ね、
次の時代へとつながる活動を積み重ねていきたいと考えております。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    総務部会長　吉﨑　剛

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様には令和 8 年の新春を、健やかにお迎えのこと

と、心よりお慶び申し上げます。

　平素より、全国管工事業協同組合連合会青年部協議

会の活動に対し、温かいご支援とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

　去る 8月 2日、名古屋市において開催されました第

29 回通常総会におきましては、名古屋市指定水道工

事店協同組合青年部会の皆様の多大なるご協力のも

と、全管連の藤川会長をはじめ、ご来賓や賛助会員の

皆様など 324 名の皆様にご参加をいただき、盛会の

うちに終了することができました。改めまして、開催

にあたりご尽力いただきました関係各位、そしてご参

加いただいた皆様に、心より厚く御礼申し上げます。

青年部ブース

　近年、全国各地で地震をはじめとする自然災害が頻

発し、その被害も激甚化しており、私たちは改めて「水」

というライフラインを守る使命の重要性を深く認識い

たしました。

　災害時における迅速な復旧、平時における確実な維

持管理は、地域社会の安心・安全を支える基盤であり、

管工事業界が担う社会的役割の根幹であります。

　こうした状況の中で、私たち青年部世代には、これ

まで受け継いできた技術と経験を尊重しつつ、時代に

即した新たな価値を創造していくことが求められてい

ます。

　デジタル技術の活用による業務効率化や生産性向

上、業界イメージの発信強化、若い世代や子どもたち

に向けた理解促進など、青年部ならではの柔軟な発想

と行動力を生かした取り組みが、今後ますます重要に

なると考えております。

　全国各地で活動する仲間との交流を通じて得られる

知見や経験は、個々の成長にとどまらず、業界全体の

発展につながる大きな力となります。

　さて、本年 2026 年は全国管工事業協同組合連合会

青年部協議会が創立 30 周年という、大きな節目を迎

える記念すべき年であります。

　先人の皆様が築き上げてこられた歴史と実績の上

に、私たちは今、次の時代へと歩みを進める新たなス

タートラインに立っています。

　また、本年は午年であります。

　午年は、物事が前向きに進み、努力が実を結ぶ年と

も言われています。

　30 年の歩みを礎に、勢いをもって次の未来へ進む

一年にしていきたいと考えております。

　こうした節目の年にあたり、令和8年8月 8日（土）、

東京都新宿区・京王プラザホテルにおいて、全国の仲

間が一堂に会する 30 周年記念式典を開催する予定と

しています。

　これまでの歩みを振り返るとともに、次代を担う私た

ち自身が決意を新たにする場として、ぜひ多くの青年部

会員の皆様にご参集いただきたいと考えております。

　本年度もスローガンである「Go forward　交流と

研鑽を行い、魅力ある業界へ」のもと、青年部ならで

はの柔軟な発想と行動力をもって、30 周年という節

目の年にふさわしい活動を全国の仲間とともに推進し

てまいります。

　最後になりますが、会員の皆様の益々のご健勝とご

活躍を心よりお祈り申し上げますとともに、親組合並

びに関係各位の皆様には、引き続き変わらぬご指導・

ご支援を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶

とさせていただきます。

全国管工事業協同組合連合会

 青年部協議会

 青年部会長　本山　泰督

　懇親会においては、藤川会長の挨拶とご来賓から祝

辞を頂き、乾杯のご発声となりました。と同時に、青

年部協議会としても、来年８月８日に東京都で総会を

開催するにあたり、札幌市をはじめ北海道ブロックや

全国の各ブロックの皆様へご挨拶、賛助会員による

ブース出展、青年部総会資料広告掲載の御礼をさせて

いただきました。

　今後も青年部協議会として活動するにあたり、親会

の皆様の温かいご支援を頂きながら、担い手問題等々、

考えていきたいと感じました。札幌の皆様のご尽力に

より、有意義な時間を過ごすことが出来ましたこと、

誠にありがとうございました。

　この全管連総会での青年部 PR 事業の時間は非常に

貴重な時間であり、その時間を頂きました事を親組合

に感謝するとともに、今後も未加入地域の組合で興味

や加入の検討を頂ければ是非ともお声掛けを頂きます

ようお願いします。

会長　本山 泰督
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全管連全国大会（札幌）において事業報告を実施

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様には令和 8 年の新春を、健やかにお迎えのこと

と、心よりお慶び申し上げます。

　平素より、全国管工事業協同組合連合会青年部協議

会の活動に対し、温かいご支援とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。

　去る 8月 2日、名古屋市において開催されました第

29 回通常総会におきましては、名古屋市指定水道工

事店協同組合青年部会の皆様の多大なるご協力のも

と、全管連の藤川会長をはじめ、ご来賓や賛助会員の

皆様など 324 名の皆様にご参加をいただき、盛会の

うちに終了することができました。改めまして、開催

にあたりご尽力いただきました関係各位、そしてご参

加いただいた皆様に、心より厚く御礼申し上げます。

全国大会の会場

青年部による壇上でのご挨拶

　近年、全国各地で地震をはじめとする自然災害が頻

発し、その被害も激甚化しており、私たちは改めて「水」

というライフラインを守る使命の重要性を深く認識い

たしました。

　災害時における迅速な復旧、平時における確実な維

持管理は、地域社会の安心・安全を支える基盤であり、

管工事業界が担う社会的役割の根幹であります。

　こうした状況の中で、私たち青年部世代には、これ

まで受け継いできた技術と経験を尊重しつつ、時代に

即した新たな価値を創造していくことが求められてい

ます。

　デジタル技術の活用による業務効率化や生産性向

上、業界イメージの発信強化、若い世代や子どもたち

に向けた理解促進など、青年部ならではの柔軟な発想

と行動力を生かした取り組みが、今後ますます重要に

なると考えております。

　全国各地で活動する仲間との交流を通じて得られる

知見や経験は、個々の成長にとどまらず、業界全体の

発展につながる大きな力となります。

　さて、本年 2026 年は全国管工事業協同組合連合会

青年部協議会が創立 30 周年という、大きな節目を迎

える記念すべき年であります。

　先人の皆様が築き上げてこられた歴史と実績の上

に、私たちは今、次の時代へと歩みを進める新たなス

タートラインに立っています。

　また、本年は午年であります。

　午年は、物事が前向きに進み、努力が実を結ぶ年と

も言われています。

　30 年の歩みを礎に、勢いをもって次の未来へ進む

一年にしていきたいと考えております。

　こうした節目の年にあたり、令和8年8月 8日（土）、

東京都新宿区・京王プラザホテルにおいて、全国の仲

間が一堂に会する 30 周年記念式典を開催する予定と

しています。

　これまでの歩みを振り返るとともに、次代を担う私た

ち自身が決意を新たにする場として、ぜひ多くの青年部

会員の皆様にご参集いただきたいと考えております。

　本年度もスローガンである「Go forward　交流と

研鑽を行い、魅力ある業界へ」のもと、青年部ならで

はの柔軟な発想と行動力をもって、30 周年という節

目の年にふさわしい活動を全国の仲間とともに推進し

てまいります。

　最後になりますが、会員の皆様の益々のご健勝とご

活躍を心よりお祈り申し上げますとともに、親組合並

びに関係各位の皆様には、引き続き変わらぬご指導・

ご支援を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶

とさせていただきます。

全国管工事業協同組合連合会

 青年部協議会

 青年部会長　本山　泰督

青年部　第 148回理事会集合写真

　９月 24 日に北海道札幌市の札幌パークホテルにお

いて全管連全国大会が開催されました。

　全管連青年部からは、本山会長（宮城）、田母神総

務担当副会長（東京）、増田事業担当副会長（埼玉）

らが参加し、青年部のブースも出展させていただきま

した。全国大会では青年部の時間を頂戴し、限りある

時間で青年部の事業報告と PRを行いました。


